
 

 

中部イノベ―ション創出共同体 

産業技術の芽 

鋳造用湯流れ凝固解析による評価技術 

湯流れ解析や凝固解析を利用して鋳造方案を設計する技術    
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概  要 

 

品質の優れた鋳造品を製造するためには、溶けた金属が鋳型内の空間に充填さ

れていく状況を把握することが重要となる。本技術は、コンピュータによる湯

流れ凝固解析を活用することで溶湯の鋳型への充填および凝固挙動を把握し、

実際の鋳造結果による検証を行うことで鋳造品の品質安定化に成功しました。 

従来技術・ 

競合技術 

との比較 

（優位性） 

実際の鋳造では溶けた金属を鋳型内の空間に充填する状況を観察することは

できない。これまでは水モデルによる実験やX 線により直接観察する方法が一

部で試みられてきた。本技術ではコンピュータによる湯流れ凝固解析を活用す

るため、これらの設備を必要とすることなく鋳造製品の高品質化を図ることが

できる。 

本技術の 

有用性 

鋳造の設計段階で湯流れ解析や凝固解析により鋳造方案を最適化にすること

で、試作回数の低減や欠陥のない製品の製造に役立てることができる。 

関連情報 

（図・表・写真等） 

 

 

適用可能製品 
①  複雑形状の鋳鉄製品 

②  中小鋳鉄製品 
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図 左 溶湯の充填 

図 右 青色 欠陥予測 


